
事業８７：建築物等耐震化支援事業 
 

都市計画部地域整備課

耐震化支援事業に係るアンケート調査の実施について（集計結果） 
 

●対象者：平成 18 年 4 月～平成 19 年 6 月までの間に予備耐震診断を申込み、かつ、耐震補強工事を

実施していない方。合計72名（うち、1名あて先不明により返送）。 

●回答数：42（回答率58.33％） 

 

設問１：「予備耐震診断」実施後の状況についてお伺いします。（あてはまるもの一つに○） 

 

【回答内容】 【回答数】 

①耐震詳細診断や耐震補強工事は進めていない。➭➭設問２へ 36 

②自費で、耐震詳細診断のみを実施した。➭➭設問２へ 2 

③自費で、耐震詳細診断や耐震補強工事を行った。➭➭設問４へ 2 

④建て替えを進めているまたは建て替えを行った。➭➭設問４へ 2 

 

設問２：耐震詳細診断や耐震補強工事を進めていない理由は何ですか。（あてはまるもの3つまで） 

➭➭終わりましたら設問３へ 

【回答内容】 【回答数】 

①誰に相談したら良いのか分からないから。 3 

②予備耐震診断のみが希望だったから。 7 

③高齢なので、これ以上先に進めようとは思わない。 9 

④区の助成金の手続きが面倒または分からないから。 1 

⑤区の助成金の額が少なすぎるから。 12 

⑥区の耐震補強工事費助成の要件に合わないから。 8 

⑦区の耐震調査・計画費助成は区に登録された耐震診断登録員を利用しなければならない

から。（知り合いの専門家や職人が行なう耐震診断では助成金が出ないから。） 

4 

⑧耐震補強工事等を行う資金がないから。 12 

⑨その他（                       ） 12 

 

設問３：次のような支援があった場合、どのような内容ならば利用しようと思いますか。（複数回答可） 

➭➭終わりましたら設問４へ 

【回答内容】 【回答数】 

①簡易な耐震補強工事（現状よりも耐震性が向上）に対する（※１）助成金 11 

②耐震ベッド（※２）の商品あっせん 8 

③“ひと部屋”補強（※３）に対する助成金 16 

④上記の内容は、利用しようと思わない。 7 
※１ 耐震補強は、耐震の安全性を点数で評価し、1.0 点以上あれば一応倒壊しないという評価となります。簡易な

耐震補強とは、この点数が1.0点まで行かない工事のことを言います。 

※２ 耐震ベッドとは、ベッドの周囲が鉄骨で組まれており、建物が潰れても、ベッドは潰れないという商品です。 

※３ “ひと部屋”補強とは、あるひと部屋だけを補強しようという考え方です。地震の力は、建物全体で抵抗する

ので、ひと部屋だけを補強するということは、その空間だけは潰れずに残るというものです。 

 

設問４：区の耐震補強工事費の助成金についてお伺いします。 

 

４－１：助成金の要件として、宅地が道路に接していなければならないこと等の要件がありますが、どう

思われますか。（あてはまるもの一つに○） 

➭➭終わりましたら設問４－２へ 

【回答内容】 【回答数】 

①厳しいと思うので、要件（接道・道路突出）から外すべきである。 15 

②接道が守られていない物件については助成の対象外とし、道路突出については助成の対

象として認めるべきである。 

1 

③道路突出については助成の対象外とし、接道が守られていない物件については助成の対

象として認めるべきである。 

― 

④厳しいと思わない。 5 

⑤分からない。 13 

⑥その他（                        ） 1 
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４－２：助成金の要件として、世帯全員の所得の合計が800万円以下という要件がありますが、どう思

われますか。（あてはまるもの一つに○） 

 

【回答内容】 【回答数】 

①厳しいと思う。➭➭設問４－３へ 12 

②厳しいと思わない。➭➭設問４－４へ 16 

③分からない。➭➭設問４－４へ 7 

④その他（    ）➭➭設問４－４へ 3 

 

４－３：４－２で「①厳しいと思う」とお答えの方にお伺いします。妥当な額はどの位だと思われますか。

また、そのように思われるのはなぜかをお教えください。 

➭➭終わりましたら設問４－４へ 

【回答内容】 【回答内容】 

①（      ）万円以下 400万円、500万円、各世帯 800万円、1,000 万

円④、2,000万円、無制限 

②上記の額が妥当だと思われるのはなぜですか  

 

４－４：耐震補強工事費の助成金額の内容として、下記の区分のとおりですが、どう思われますか。（あ

てはまるもの一つに○） 

 A区分（住民税非課税世帯・高危険度地区内）・・・・助成対象工事費の3/4（上限300万円） 

 B 区分（高齢者・障害者が居住する世帯）・・・・・・助成対象工事費の2/4（上限200万円） 

 C区分（その他の建築物）・・・・・・・・・・・・・助成対象工事費の1/4（上限100万円） 

【回答内容】 【回答数】 

①助成金額として妥当だと思う。 9 

②助成金額が少なすぎる。➭➭設問４－５へ 14 

③分からない。 11 

 

４－５：４－４で「②助成金額が少なすぎる」とお答えの方にお伺いします。妥当な額はどの位だと思わ

れますか。また、そのように思われるのはなぜかをお教えください。 

 

【回答内容】 【回答数】 

①助成対象工事費の（ / ）上限（   ）万円 2/4～3/4：200万円、3/4：300万円②、4/4：

400万円、4/5：400万円、1/2：500万円、3/4：

500万円、100/100：500万円、1,000万円②

②上記の額が妥当だと思われるのはなぜですか。 ― 
 

 


